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第４期第６回北区男女共同参画審議会 会議録 

日  時：平成２６年８月２７日（水）午後６時３０分～ 

場  所：北とぴあ９階 ９０２会議室 

１ 開   会 

２ 議   題 

  （１）平成２５年度アゼリアプラン進捗評価（案）について 

  （２）「第５次アゼリアプラン」中間のまとめ（案）について 

  （３）その他 

３ 閉   会 

出 席 者  白井会長   宮城副会長  奥津委員 

       大内委員   照井委員   我妻委員 

       小澤委員   楠委員    椿委員 

       大島委員   小島委員   清正委員    

       栗原委員   雲出男女共同参画推進課長 

欠 席 者  山田委員   山﨑委員   酒井委員  田草川委員 

岡野委員   佐藤（美）委員  佐藤（節）委員 
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○白井会長 

 それでは、議題に入らせていただきます。 

 まず初めに、議題１、平成２５年度アゼリアプラン進捗評価（案）について、事務

局から説明をお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

○雲出課長 

 平成２５年度アゼリアプラン進捗評価（案）について説明。 

○白井会長 

 はい、ありがとうございます。 

 今の説明について何かご質問、ご意見等ございますか。 

○我妻委員 

 内容について意見を述べてよろしいですか。 

○白井会長 

 はい、どうぞ。 

○我妻委員 

 資料２目標３の課題３ですが、男女共同参画週間事業の一環でセンター登録団体の

活動紹介をしたと書いてあるのですが、これ何年かぶりにことしの６月にしたもので、

昨年度はしてないのではないですか。 

○雲出課長 

 参画週間。 

○我妻委員 

 の、その団体の紹介です。それと同じようなことですが、この資料５の後ろのペー

ジですね。事業ナンバー１２４、登録団体交流会を実施したと書いてありますが、こ

れも登録団体交流会、何年かぶりかで今年の６月に行ったんで、２５年度は行ってな

いので未実施ということになると思います。 

 それから、事業ナンバー１２６、職員対象の意識調査、未実施と書いてあるんです

が、私、職員の男女共同参画に関する意識調査、平成２５年１月に行ったものをいた

だいているので、実施したんじゃないですか。せっかく実施したので、実施したとい

うことでいいと思います。 

○白井会長 

 今は具体的に内容についてご質問ですけども、それについて事務局のほうからご説

明お願いします。 
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○雲出課長 

 その辺精査して、今後については紹介させていただきたいと思います。 

○我妻委員 

 簡単で結構ですので、やったかやらなかったかということ。 

○事務局 

 今ご指摘いただきました交流会の件ですが、交流会、確かにことし６月に集まって

やらせていただきました。昨年度は参画週間のときに各団体にお声がけいたしまして、

紹介という形で、各団体からチラシの作成していただいて、それを展示させていただ

きました。いわゆる情報交流というような形でやったので、ここに出させていただい

たということです。 

○我妻委員 

 登録団体交流会も。 

○事務局 

 それが登録団体の方にお声がけをして。 

○我妻委員 

 活動の紹介ということですか。 

○事務局 

 活動の紹介です。各団体のご紹介をギャラリーに展示をさせていただきました。 

○我妻委員 

 ２つ目が、団体の交流会で２６団体参加と書いてあるところについては、去年やっ

ていないのではないかというのが２点目のことですが。 

○白井会長 

 その紹介をされたのが、その団体の数ですか。それとも今後、次年度に交流をつな

げるその対処ですかね、動機をつくったということなのでしょうか。 

○我妻委員 

 掲示したことが交流会なんでしょうか。 

○白井会長 

 今おっしゃってることですと、紹介ということでしょう。 
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 これが今年度の６月にということでよろしいですか。 

○我妻委員 

 １年前のことなので、これは。 

○事務局 

 もう一度整理しますと、最初ご指摘いただいたのが、進捗状況報告という形での報

告の中、１つトピックスとして取り上げたのが、センター登録団体の活動を紹介する

という表現でございまして、それから事業実績という形でご説明させていただいたの

が１２４番になります。その内容で、これは同じ内容になりますけども、シートとし

ては別な形でご報告をさせていただいたということです。 

 それから、もう１点。職員対象の意識調査について、委員の冒頭のお話しのとおり、

２５年８月に全体に配付、あるいは情報冊子をつくりましたが、実際実施した内容と

しては２４年度に職員の意識調査をしております。そういう意味で、２５年度は実施

してないということでございます。 

○我妻委員 

 ２４年度に調査を実施して、その結果報告が次年度だったということ。 

○事務局 

 そのとおりです。 

○宮城副会長 

 ２５年度は公表ということで。 

○白井会長 

 調査は実施していなくても、前年度の調査結果の公表も重要だと思いますね。 

○我妻委員 

 未実施って何もしてないみたいですね。 

○白井会長 

 その辺はどうでしょうか。 

○宮城副会長 

 ２５年度に実施を予定していながらしないのであれば、未実施だと思いますが、５

年間の間に１回調査をするということになっていたので、それが２４年度に実施され

て、２５年度公表ですよね。だとすれば、未実施よりも、今ご指摘があったように、

ぜひ結果公表というように盛り込んでいただいてはどうでしょうか。 

単年度調査としてはＢのままでということでよろしいわけですね。 
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○白井会長 

 公表というのは重要な役割を果たしてますので、何か記録にとどめておいたらいか

がでしょうか。 

○雲出課長 

 そのようにさせてもらいます。 

○白井会長 

 皆さん、よろしいでしょうか。 

 また１２４、ギャラリーに活動内容を掲示しましたということですが、団体の活動

啓発ということで、資料２ですと進捗状況の報告について、それが交流と支援につな

がったとなっておりますが、どうでしょうか。 

○我妻委員 

 つながったとは思いますが。 

○白井会長 

 つなげると。 

○我妻委員 

 掲示は掲示ですよね。紹介は紹介で、交流じゃないと思いますけど。 

○白井会長 

 だから、今後の交流とか支援につなげるとか。 

 その辺、少し工夫を凝らせると。展示し、それで終わりですということではなく、

地域とかそういう支援につなげます、という意気込みを示されたほうがいいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

 今年度につながったと言えるかもしれないですけど。その辺はいかがでしょうか。 

○小澤委員 

 会長がおっしゃった方向でよろしいと思います。やはり各団体の活動内容を集めて

展示することと、交流会を実施するというのは全く別のことですので、３年間ぐらい

交流会もなかったわけですから、今後の交流会実施に向け、登録団体の活動内容の情

報を広く皆さんにお知らせしたという形で書かれたほうが、より正確かと思います。

そして、本年度に関しては３年ぶりに交流会が実施できたということで、次の報告の

ときに今年度のことをきちんと記述できるので、会長がおっしゃった方向で記述した

ほうがよろしいと思います。 



 6

○白井会長 

 区民の方たちは、行政が力を入れて何年もかけて育てていらっしゃるかどうか見て

いますし、それを育てていけば、また区民も協力されると思いますので、その辺は今

のように具体的に書いていただきたいということ。そして、区民の皆さん、一生懸命

見てらっしゃるということも認識・自覚していただきたいと思います。 

 ほかにはいかがでしょうか。この全体的な進捗評価の案について、昨年度から、配

慮度など資料に対する評価について、いろいろ工夫を凝らして、ここまで来ましたが

さらによい方法、行政の努力を評価できるような方法、目に見えないけれど、それを

見えるような状態するにはどうするのか。昨年いろいろ試みて、それを今年度も踏襲

していくか、さらに今言われたように項目等あるかどうかということも検討いただい

て、ご意見があれば言っていただきたいと思います。 

いかがでしょうか。もしご意見がなければ、昨年度と同様の進捗の評価（案）をと

っていただいてよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○白井会長 

 それでは、次に議題２、「第５次アゼリアプラン」中間のまとめについて、事務局

から説明をお願いいたします。 

○雲出課長 

「第５次アゼリアプラン」中間のまとめについて説明。 

○白井会長 

 ありがとうございます。ただいま男女共同参画推進課長から男女アゼリアプラン中

間まとめ（案）についてご説明がありました。これについてご意見、ご質問などあり

ますでしょうか。 

 よろしければ、第１の目標について。第５次アゼリアプラン中間まとめ（案）につ

いていかがでしょうか。 

○我妻委員 

 資料４に示されているように、まだまだ男女共同参画センターの認知度、また条例

の認知度が低く、これはやっぱり継続して努力していかなければいけないと思います

が、提言のところの案としては、取り組み４３に、北区男女共同参画条例・第５次ア

ゼリアプラン・スペースゆう、の周知の取り組みと専門部会でまとめたのですが、今

回の案ですと、目標１の取り組み１３の人権にかかわる意識啓発のところに事業の３

１番として、北区男女共同参画条例・第５次アゼリアプランの周知と２つだけ、ここ

に場所が変わって入ってはいるんですが、スペースゆうの周知の取り組みについては

どこにも書いてなくて、スペースゆうの周知については目標値が６０％で、まだまだ
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低いので、これは取りこぼしのないように今後もどこかに入れておくべきものではな

いかと思います。 

 それから、今のところ、参画条例と第５次アゼリアプランの周知が人権にかかわる

意識啓発のところに入っているのは、私には少し違和感があります。 

○白井会長 

 これについて何かありますでしょうか。皆さんのご意見ではいかがでしょうか。 

 それから１に関して、なければ他のものでも結構ですので、よろしくお願いします。 

 今のスペースゆうの、周知の取り組みがなくなったということについては具体的に

はどのように理解したらいいのでしょうか。 

○雲出課長 

第５次アゼリアプランの概要の一覧というのが資料としてございます。ナンバー１

１の資料でございます。目標３、あらゆる分野で学び参画するところの、ナンバー１

０８、ここで条例とプランとスペースゆうの周知を事業の課題に入れさせていただい

ております。 

○我妻委員 

 私たち団体が危惧しておりますのは、プラネタリウム投映がなくなって、今でも毎

日のように、土日は必ず何組もの親御さんとかカップルとかご家族の方から何時から

やるのかというような質問を受けるので、プラネタリウム投映というのはスペースゆ

うに足を踏み入れるきっかけとなったいい事業だったと思うんですが、それが終了し

まして、今度はスペースゆうが５階だけというふうになろうとしているわけで。そう

すると、さらに何か足が遠のくのではないかなというふうに考えていて、もちろん子

どものうちからの教育は当然あるんですが、大人の方へもどこかで一緒に周知するよ

うな努力を続けていただければと思います。 

○白井会長 

 スペースゆうは今度何が変わるのですか。実際縮小するのですか。 

○栗原委員 

 ただいまの男女共同参画センターの設置と、その経緯を簡単にご説明させていただ

きたいと思います。 

 男女共同参画センター、北とぴあの５階と６階ということで、以前は王子にあり、

昭和４６年に婦人センターとして設置され、平成４年に女性センターに名称変更、そ

して平成１６年、北とぴあに移転し、男女共同参画センターに名称を変更いたしまし

た。現在６階にはプラネタリウムホール、多目的室Ｃ、保育室、ギャラリー遊、受付

コーナー、交流コーナーがあります。また５階には多目的室Ａ・Ｂ、相談室、ミーテ

ィングルーム、交流サロン、活動コーナー、情報コーナー、喫茶「遊」、男女共同参

画推進課の事務室がある状況でございます。 
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 プラネタリウム投映事業は平成２５年度３月末日をもって廃止となりました。これ

は投映機の老朽化が非常に著しく、かなり古い設備であり、備品交換等が難しくなっ

てきたということもあり、投映事業は廃止ということになりました。 

 今年度、２６年度に入りまして、投映事業の廃止の影響などでプラネタリウムホー

ルの稼働率、これが非常に低い現状があります。 

 こちらに指定管理者の導入を北とぴあ全体で考えてございます。そして、６階の部

分について、プラネタリウムホールの稼働率を上げるなど、いろいろとやっていきた

いと考えてございまして、北とぴあと６階の残りの部分と一緒にあわせて指定管理に

移行したいということを考えてございます。５階は従来どおり男女共同参画センター

の部分ということですが、６階についてはプラネタリウムホールと、多目的室Ｃを北

とぴあの管理に移行すると。そして指定管理者の管理に任せるということを今計画し

てございます。 

 そのような形で今進めておりまして、今回の北区議会第３回定例会が始まりました

が、管理の変更ということで、北とぴあ条例の変更、改正案と、それから男女共同参

画センターの改正案の条例、これを議会に出しているところでございます。男女共同

参画推進ネットワークさんや、利用登録団体の皆様に説明会を設け４回実施いたしま

した。それから、男女共同参画ネットワークの会員さんや、登録団体の何人かの方に

集まっていただいて、私どもで会議を設けてございます。こちらも３回やらせていた

だいております。毎度、私どもから６階を改修することをご相談させていただきなが

ら説明に努めてきたということでございます。 

 今は５階をある程度活性化をできないか。例えばいろんな形でスペースをもう少し

有効活用できないかというご説明したり、いろんな意見をいただいたりしているとこ

ろでございまして、現在話し合いを進めさせていただいております。 

○白井会長 

 スペースゆうの認知度のための周知徹底ということで部屋の利用数、利用率という

のは、スペースゆうでも十分なのでしょうか。少なくなることによって不便をきたす

ことはないですね。 

○我妻委員 

 いや、不便です。 

○白井会長 

 活動面では狭くなるのでね。苦情解決委員会もあり、苦情の申し込みもできるよう

になっていますが、その点もなかなか区民の皆様には知られていない部分が多いのに、

さらに知られなくなるのではないかと思います。そのように縮小されるのであれば、

さらに周知徹底を図っていただきたいと思います。 

 今のまとめについて、案については人権に関する報告について、いかがでしょうか。 
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○楠委員 

 ６階の「スペースゆう」の利用者というのは、利用者が非常に偏っているなど、そ

ういうことではないわけですか。 

○雲出課長 

 プラネタリウムホールのことだけでしょうか。 

○楠委員 

 いや、全体を含めて。こういう行政の施設ですから一般に使われることが望ましい

とは思いますが、どうしても知ってる人が優先的に使うと。利用者側に立って知って

いるから使う、知らない人は使えないなどの使用状況、例えば特定の団体だけが使っ

ているという、そのような偏りは特にはないのでしょうか。 

○雲出課長 

 スペースゆうの各多目的室、プラネタリウムホールにつきましては、どなたでも借

りられる施設でございますし、登録団体に登録していただきますと、その利用料金が

半額免除というようなこともございます。 

 今、話題になっているのは、６階部分が北とぴあの管理下に移行しますので、プラ

ネタリウムホールと、多目的室Ｃが、北とぴあ管理課の管理下になるということにな

ります。そうすると、北とぴあの条例の中で料金設定いたしますが、それには団体の

割引制度というのはございませんので、条例に定められている金額をお支払いして借

りるという形になります。そこで使い勝手が悪くなるのではないかということがあり

ますので、栗原部長も説明いたしましたが、利用者団体ともお話し合いを進めて、考

えているところでございます。 

○楠委員 

 わかりました。特定の団体の使用状況が偏っているなど、あってはいけないな、と

思いましたので。 

○雲出課長 

 そうですね。抽せんでやっていますので、一部の団体が優先的に使うということは

ございません。 

○白井会長 

 第１の目標について、ご意見はありませんでしょうか。 

 それでは、目標２について、議論いただいて最終的に、１について総括的なご意見

があれば、後でいただきたいとお願いします。 

 それでは、２について、いかがでしょうか。仕事と家庭・地域社会を両立できる地

域社会ということについて。 

 第５次プランの中では就学後の支援と就学前の保育について、この北区については
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相当力を入れてるところですが、より効果的に男女ともに働ける社会をつくる上で充

実しているかということになりますけれども、その点はいかがでしょうか。女性の活

躍を促進することで働きかけとキャリアアップというところですね。さらに進んでキ

ャリアアップにも力を入れていくということだと思いますが、全体についていかがで

しょうか。 

○奥津委員 

 私どもご一緒にこの案について意見を言わせていただき、全部反映させていただい

たものだと思っております。というのは、タイトルで、仕事と家庭というのは今まで、

ずっと前に出ていて、家庭と仕事と地域生活もしているという、その部分がなかなか

表に出てこなかったのですが、今回は出ています。前回も、むしろお子さんの学童保

育という形ではなくて、いろいろな事情があって、様々な生活の中で出てくる地域社

会での活動になりますから、それについて議論させていただいたものが、この場で聞

かれない方は「など」の入った意味など分からないこともあるでしょうが、でも入っ

たということで、事業の取り組みも変わってきていて、これは感謝しています。 

 というよりも、むしろ厳しくお話しさせていただきたいと思いますが、学童の面倒

というのは、なかなか難しいと思います、幼児などの就学前の保育よりもずっと難し

く、いろんな問題が出てきますので、これは数を作ることだけでなく内容も、プラン

の進捗状況をよく見させていただきたいと思っております。でも、これから広めてい

ただいたことはよかったと思っています。 

○白井会長 

 目標の２について、いかがでしょうか。このアゼリアプランを実施、行政で行い、

さらにその年度末の評価をいたしますので、５年計画を終えてということですかね。 

○我妻委員 

 ワーク・ライフ・バランスの中の仕事と家庭というと、本当に家のことと仕事のこ

とというふうに誤解される方がおりますが、家庭生活というのは地域も含めてライフ

ということで考えられていると思いますが、例えば男女がともに担う家庭生活の中の

男性の子育て・家事協働支援として、事業として５５番の「イクじい・イクばあ講

座」というのがあって、昨年うちの夫に勧めて行かせたのですが、初めは３人イクじ

いがいたのに終わるころには１人しかいなくて、非常に寂しかったというふうに言っ

てましたけど、やはりイクばあのほうがコミュニケーション能力、経験があったりで、

わいわい楽しく講座をされていたそうです。会員から聞いた言葉で、「たまご育て」

というのがあって、他人の孫でも同じ地域の子どもとして支援していきましょうとい

う、言葉だそうです。それで、この「イクじい・イクばあ講座」の場でも、講師の先

生が最初に、自分の孫だけを育てるということではなくて、育児支援は地域の子ども

たちをみんなで支援していきましょうということをおっしゃっていて、それはワー

ク・ライフ・バランスのことかと私は聞いていて思ったんですが、例えばこの２３の

ワーク・ライフ・バランスに関する情報提供のところで商工通信を発行するとか、あ
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とは講座、パンフレット、情報誌による啓発、情報提供と書いてあるのですが、講座、

パンフレット、情報誌というと非常に具体的にどんなものになるのかちょっと見当が

つかないんですが、そういう地域のみんなで子育て中の方を支援するとか、そういっ

たようなことができるような講座や情報誌などの取り組みを期待したいなと思ってい

ます。 

○白井会長 

 そういう意見があるということですが、それを参考に、また企画していただくよう、

要請していただきたいと思います。 

○奥津委員 

 確認させてください。病児保育、病後保育について私が把握している限りでは、ま

だ話し合いされているのですよね。その後どんな状況になり、どうなのか、少しお聞

かせいただければと思います。 

○白井会長 

 では、ご説明お願いいたします。 

○栗原委員 

 病児保育ですけれども、来年度、訪問型で行うことを検討しているところです。拠

点の部分については現在、事業者と調整して、もう少し年数がかかるかと思います。 

○白井会長 

 ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

 一度に皆様のご期待に沿えるということはなかなか難しいかと思いますので、一つ

一つ確実に積み上げていっていただきたいと思います。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 各委員さん、全体についてご要望もおありのようですので、もし２の目標について、

昨年に引き続いてさらに発展させるため、進展してもいいというお考えでしたら、今

度は目標３に移りたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○白井会長 

 それでは、目標３について、いかがでしょうか。あらゆる分野で学び参画する地域

社会。 

○我妻委員 

 取り組み４３の中、１１４の図書館における特設コーナーの設置についてですが、
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今でも中央図書館で行っている事業で、専門部会の中では中央図書館に行ける方ばか

りではないので、各地域、最低限、赤羽・滝野川地域に、大きいの図書館があるので、

そこも連動してやってほしいというような意見が出ていたので、考えていただきたい

なと思います。 

 それから、取り組みの４３と４４ですが、この４４の中に入っている「家族ふれあ

いの日」事業というのは、どうもよく私わからなくて、男女共同参画とどう関係して

くるのかと思いつつ、例えば上、取り組み４３の中の親子・家族向けの講座と何か同

じような親子・家族向けの行事ですよね。これがどうしてここに入ってくるかわから

ないのですが、「家族ふれあいの日」というのをその取り組み内容のトップにもって

くるほど大事な行事なのですか。 

○白井会長 

 これについて、ご説明をお願いいたします。 

○事務局 

 「家族ふれあいの日」事業が、どんな事業なのか報告いたします。 

 「家族ふれあい日」事業の推進ということで、毎月第３土曜、日曜の家族のふれあ

いの日ということで、中心に青少年地区委員会の地域行事で、家族そろって参加を促

す、家族との触れ合いを見直す機会を提供する試みでございます。これが一番という

わけではございません。これを構成するための事業ということで、私ども各関係所属

にヒアリングをしながらこの中に盛り込ませていただいている経緯があります。 

○白井会長 

 それでよろしいでしょうか。 

○我妻委員 

 それだと、まとめて家族向けの事業でよろしいんじゃないですか。単純にそう考え

ますが。どうしても書きたいということであれば、それはしようがないことですが。 

 それからもう１点。先ほど課長からご説明がありました提言の取り組みの６５番の

性的少数者への配慮という項目がなくなって、新しく５７番で国籍・文化等の異なる

多様な区民の理解、交流促進というふうにまとめられてしまったのですが、国籍・文

化等の等の中に入るのですか。その辺は、こういう言葉を出すことで、この言葉の認

知度を図り、啓発するという意味合いで専門部会で提案させていただいたので、これ

はとても残念です。昨年度２つ、２３区内で、文京区の条例が制定されて、この言葉

が入ったこととか、今ほかの区の行動計画にもこの言葉が入る予定だというような情

報も私、聞いております。また、最近は職場の多様性ということで、外資で先行して

いた性的マイノリティーへの配慮というのが日本の企業でも広がってきていて、例え

ばセクシュアルハラスメントの指針が見直されて、この性的マイノリティーの方に対

する差別的な言葉や行動もセクハラになるということもだんだん認知されてきている

中で、これから５年間のことを考えると、こういう言葉は特別なことでもなくて、浸
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透しつつある言葉なのではないかと残念に思います。 

○白井会長 

 性的少数者への理解ということで、この審議会でも何度か議論になって、最終的に

はこのようになったという、ご説明いただきますが、この文化等の中に入ったのでは

ないかと思いますが、この点についてはいかがでしょうか。 

○雲出課長 

 説明させていただく中にございましたが、文化等の中に入れさせていただいて、事

業としましては性的少数者の方の講座とかそういったものを２年連続でやっており、

その講座に参加することによって、存在を知ってもらう事業を行ったりしてございま

して、提言の中、またプランをつくる中で、性的少数者に関しましてはまとめさせて

いただいたということでございます。 

○白井会長 

 いろいろこの審議会で議論になりましたけれども、こういう形でまとめるというこ

とでよろしいでしょうか。 

 なかなか今のように至るにおいては、その条例とかになるところもあるようですの

で、またその流れによっては、全くないというわけじゃなくて、などが含まれるとい

うことですから、公になって、この啓発活動も起きてくるかもしれませんし、そうい

うことについて声が大になれば講演等についても企画していただけるのではないかと

思います。今すぐというのはなかなか難しいかと思いますけれども、長い目で見てい

ただければということで。 

○我妻委員 

 やはり、等というと、説明しないと何が等なのかわからないんですよね。言葉に出

すことは非常に意味のあることだと私は思っています。でも、私がどういうふうに発

言しようとも、このように決めると言われてしまえば、それは仕方のないことで、今

後、例えば中間の見直しとか次の行動計画とか、だんだん浸透する中で周知が広まっ

ていけば、入ってくるかもしれないと考えております。 

○白井会長 

 文字になることの重さというのがあるかと思います。文字になれば、これは何だろ

うと皆さん関心を持たれるかもしれませんが、なかなかそこまで到達するには時間が

かかるのではないかなと。今までの皆様の議論を踏まえた上でこのようにまとまった

ところを見ると、そのような感じがいたしますけれども、いかがでしょうか。 

○楠委員 

 私はそれでいいと思います。それは、資料８目標別課題単位評価で、目標の中で、

男女があらゆる分野で学び参画する地域社会、３番の日常生活における男女共同参画
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の推進ということで、その部分はＢマイナスの評価になっていると思うのです。だか

ら、それなりに施策の効果が徐々に、文言はともかくとして、周りの区でいろいろ性

的少数者の部分で条例をつくって、この施策はＣからＢマイナスになってきていると

いうことで、それなりに浸透しつつあるのかと、そういう課題評価の点から見るとよ

ろしいのではないですかと思います。 

○小澤委員 

 今の件、我妻さんが一生懸命ほかの区の取り組み等を参考にお話ししてくださった

ように、この文言だと、などの中に性的少数者というのが全く見えないのは事実です

よね。ただ、最初の説明で区全体のコンセンサスも必要であるし、まだ少し時期が実

っていないというようなお話がありましたので、さっき会長もおっしゃり、課長から

説明もありましたが、講座を何回か開催しているということですから、今後何回も区

民の方に、そういう立場の方もいらっしゃるのだなと。全く知らない区民が多いと思

いますので、男女共同参画センターでしか開催できないものですから、今後は開催し

ていただきたいと思います。 

 それから、先ほどの「家族ふれあいの日」ですが、こちらの方こそ「家族ふれあい

の日」などの行事、「等」という言葉を入れたらいかがかと思います。私、地区の青

少年委員をやっておりまして、ふれあいの日に関しては予算もセンターに行き渡って

いて、「家族ふれあいの日」に関連するような何かイベントをそれぞれの地域で工夫

して、見学会や講演に行くという事業を実施していますが、そのことが即家庭の中の

男女共同参画に、意識の醸成につながるかというと、そういう感じはしないんですね。 

赤羽地区の委員会の場合、昨年は国会議事堂と科学博物館の見学に子供と行きたい

というご希望の方は、母親が多かったですが、親御さんも一緒に出かけ、このことが

男女共同参画なのかというと、そういった説明も青少年委員ではしていないと思いま

す。これが最初に来るほど大事なのかというご意見がありましたけれども、「家族ふ

れあいの日」の行事等という感じで、そこに「等」をつけて、いろいろな家族みんな

で、父親も母親もまた祖父母も子供も一緒に何かやるという、そういう事業を含めて

記述をされたらいかがでしょうか。「家族ふれあいの日」というのはもちろん出して

結構ですが、それが一番家庭の中の男女共同参画を推進するような、そういう誤った

印象を受ける方もいらっしゃるかと思います。 

○白井会長 

 はい。 

○奥津委員 

 小澤委員のご意見賛成です。「家族ふれあいの日等」をつけて悪いことは一つもな

いと思います。 

 それと我妻委員のお話ともつながりますが、男女共同参画という目標に向かって、

この目的に向かってどういう戦略をとるか。先ほどの性的マイノリティーの方につい

て、文字にして出すか、出さずに実際にやるという方法をとるか、戦術、戦略の話で、
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私は、恐らくそっと根回しをされてくる中で、この事実上の事業を実行していく方策

をこれにまとめられたと思います。そうであれば、実際、各事業をやってくださると

いう約束で、このようなまとめ方にしておくというのが一つの手ではないかと思いま

した。 

○我妻委員 

 私もその講座に出ています。非常にいい講座ですが、なかなか認知度というのが、

スペースゆうでやっている事業がどんなものがあるかというと、なかなか皆さん関心

がおありにならない方が多いとか、場所がまだよくわからないという方もいまだに多

いのは非常に残念だなというふうに思います。非常にいい講座をされていて。 

 それで別のことですが、目標３の取り組み５２、北区男女共同参画データ情報の提

供、提供という文言に変わっていますが、男女共同参画センターの役割の中の非常に

重要な部分の一つに、データを作成して、研究するとか、これをもとに、北区の状態

がこんなことになっていますというような提言につながる数字の出し方をするのが大

きな事業だと思うので、この１３０の事業だけ見ると本当に作成して終わりという感

じがあるので、この辺もう少し、やっぱり活用とか利用とか提言とか、そんなところ

までやっていただかないと、なかなかこれをうまく使うことができないのではないか

と思います。 

○白井会長 

 例えば、このデータ集による情報提供を行いますなど、この情報はどこにあります

か。それを知ってもらう方法はあるのですか。どういう情報、どのような方法でデー

タを手に出来ますなど。その辺りも一つあるのではないでしょうか。 

○雲出課長 

 これは私ども職員がかなり時間をかけてデータを集計したものでございます。まだ

外に出していませんが、活用させていただきたいなと思っております。 

○白井会長 

 男女がともに自立生活するための支援ということも、この提言の中にあるので、デ

ータがあるならば、活用していただきたい。ただデータも地域によってまた違うと思

います。だから地域で生かされるようなデータを提供してくださると思いますので、

ぜひお願いいたします。 

○我妻委員 

 関連して。ホームページをリニューアルされるのですよね。なかなか今、例えば男

女共同参画課のページに行ったり、スペースゆうのページに行ったりしても、見たい

ものになかなかたどり着かなかったりするので、例えばあちこちリンクを張るのでは

なく、データ集というのもすぐわかるようなところに置くなど、そうすると区民でも

すぐ見られますよね。なかなか探すのも大変な作業なので、より多くの方にそれを見
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ていただけるようなホームページになるといいなと思いますので、お願いいたします。 

○楠委員 

 資料８の政策・方針決定過程への男女共同参画の推進ということで、課題評価がＢ

マイナスから２５年になってＣ評価になっていますよね。これは、どういう理由でＣ

評価になったのか、ご説明と、それから第５次のプランでその評価を上げるために幾

つかの課題、施策、事業があると思いますが、それについても説明いただきたいです。 

○白井会長 

 それでは、その点のご説明をお願いいたします。 

○事務局 

 今の評価の下がった主な理由ということでご案内いたしますが、資料７をごらん下

さい。 

 目標３の「男女があらゆる」というところの一覧をご覧いただきまして、そこの施

策の課題２の１１７番、昇任試験勉強会がございます。これが２５年度は実施されな

かったということでＤ評価になってございます。ちなみに一覧表の一番右側を見てい

ただきますと、２４年度は実施したということでＡになっておりまして、ここのＡか

らＤへの評価の下がったということ、これが影響して全体として課題が下がったとい

うことになります。 

○楠委員 

 わかりました。これはあくまでも女性の昇任試験勉強会というのは、これは区の中

での昇任試験の勉強会ということで。そういう位置づけでよろしいですか。 

○事務局 

 そのとおりです。 

○白井会長 

 よろしいでしょうか。 

○楠委員 

 はい。 

○我妻委員 

 関連して。資料４で数値目標の内訳は、実際はどうだったかというのがあるのです

が、今おっしゃったところ、目標３の課題２のところで、審議会等の女性委員の割合

が２５年度減っているのですよね。私はそれで評価が下がったと思ったんですが。平

成２６年度４０％という目標があるのですが、残念ながら減っているんですよね。こ

ういうところをさらに努力していただいて、これより下がらず、数値が上がっていけ
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ばいいなと思っております。 

○奥津委員 

 文言の訂正として。資料１０の目標３の新プランの３の日常生活における男女共同

参画の推進の５５番ですが、男性に対する男女共同参画の推進、日本語としてよくわ

からないです。意識の啓発になるような感じでしたから分かりやすかったですが。少

しここに何か言葉を足したほうがよろしいのではないかと思っています。意識か行動

かですね。行動を促すなど、後ででもよろしいので。 

○白井会長 

 その点についてご意見がありましたので、事務局にお任せするということでよろし

いでしょうか。 

 ほかにもし意見がなければ、３、４の課題について、これは行政サイドですけれど

も、４について、いかがでしょうか。 

○宮城副会長 

 計画を推進するための仕組みのところで、拠点施設の機能強化というのがございま

す。先ほど６階の問題が話題になり、それについてスペースは少し小さくなるが、い

ろいろな工夫で広域的に使えるようにするという趣旨だったと思うのですが、まさに

ここは機能強化ということがうたわれておりますよね。私はやはり条例とプランと、

スペースゆうの拠点、この３つは北区の男女共同参画を進めるためには絶対欠かせな

い３点セットだと思っております。ですから、まさに拠点施設の機能強化では、ぜひ

とも区民の方が、スペースが小さくなったことによって男女共同参画の取り組みが弱

くなったと思われないように、ぜひ今後の機能強化を見える形にするということを目

標に入れていただければと思います。これは要望や、文言をどう直したいという話で

はなく、プランを実現するときの要望として意見を申し述べておきたいと思いました。 

○白井会長 

 ほかには４番はございませんでしょうか。 

 もしなければ、この１から４に対する全体的な目標についてご意見等があればお聞

きしたいと思いますけれども、全体についてありますでしょうか。 

○宮城副会長 

 第５次プラン全体について、１つ意見を述べさせていただきたいと思います。 

 提言を私たちが各部会で分かれて検討してきたとき、やはり区民の立場で出してき

た意見というのは、プラン、行政計画としてつくっていこうとしたときに、どうして

もその事業一つ一つの、どんな事業をここに割り当てるかということを考えていくと、

直さなければならないことが幾つもあったということが今回のプランで非常によくわ

かりました。しかし、区民の目から見ると、この項目がなくなったというところでは、

先ほどの性的少数者の問題もそうですが、後退に見えてしまう場合があるのだと思う
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のですね。ですが、事務局としては、この審議会や部会のそれぞれに全部立ち会われ

て一緒に検討してくださったので、審議会のメンバーが考えたことは共有していただ

けていると思いますので、項目や文字になくなったから後退したのではなく、堅実な

プランになったと私は評価したいと思っています。具体的な内容で一歩先へ進めてい

くという、そういうプランになったと理解していただけるといいなと思っています。

事務局への要望だけではなく、私たち審議会委員も交代していきますので、交代する

ときに、ぜひ伝えていきたい大事なこととして、ここで意見を申し上げたいと思いま

すので、ぜひ委員の自覚、事務局へのお願いも含めまして、よりプランを実行してい

くときにこの審議会の答申からここに行ったところの流れを皆で共有できればと思い

ます。ぜひよろしくお願いいたします。 

○白井会長 

 よろしくお願いいたします。ほかにございますでしょうか。 

 今、宮城副会長が言いましたように、この条例ができまして理念、あるいは柱とい

うのは、それに基づいて目標が立てられておりますので、今までの積み重ねで本当に

実行されたのか、さらに充実したのであれば、さらに進展するようにという、その努

力というのは、この委員のメンバーだけでなく、区民もだんだん関心を持っていらっ

しゃると思いますので、その点は後退しないように、より充実していく方向で、言葉

はなくても実際に実行しています、ということを行政として実行していっていただき

たいと思います。また、区議の先生方もいらっしゃいますので、確実に見届けていた

だきたいと思います。 

○楠委員 

 最初のいろんな意味で参加、参画と言われてるんですけど、英語で言うとパーティ

シペーションとそれからインボルブというのがあるんで、日本語に訳すと参加という

形に訳されるんですかね。でも、その意味が全く、インボルブ、それからインボルブ

メント、それからパーティシペーションと全然違うんですよね。ですから、できるだ

けその参加といった場合にはパーティシペート、そういう理念のもとに、やはり事業

を進めていっていただきたいなというふうに私は思います。 

○白井会長 

 いかがでしょうか。現在、自然現象でいろいろな場面が起こり、隣近所あるいは地

域のコミュニケーションが必要になっていることも話されていますので、一人だけが

幸せというのではなく、区民全体が幸せになるような行政をしていただきたいという

ことと、それから議会等を見ていますと、議員と議員お互いが議論しているのとはか

け離れた世界もあるという感じがいたしますので、そのようなことにならないよう、

しっかり北区の場合は一つ一つ確実に積み重ねていっていただいて、本当に男女共同

参画社会になったという実感が持てるような社会にしていただきたいと思います。 

 それでは、今のアゼリアプランについて、中間まとめはこれでよろしいでしょうか。

いろいろ意見が出ましたけれども、それもご検討いただいた上で事務局で考えていた
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だくということでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○白井会長 

 それでは、最後になりましたけれども、その他についての議題、これについて事務

局から説明をお願いいたします。 

○雲出課長 

 アゼリアプラン策定スケジュールの説明。 

○白井会長 

 ありがとうございます。 

 スケジュールにつきまして何かご質問等がありますでしょうか。 

○我妻委員 

 アゼリアプラン策定に伴ったスケジュールではなくて、第２回目以降の審議会議事

録の確定と公開について、私たちも９月で任期が終わってしまうのですが、今後どの

ようなスケジュールでそれがなされるのか、お示ししていただきたいんですが。 

○栗原委員 

 公開していくものですので、一度皆さんに議事録を送らせていただき、確認をした

上で公開という形をとらせていただきます。 

○白井会長 

 もしないようであれば、以上をもちまして第６回の北区男女共同参画審議会の議題

は全て終了いたします。 

どうもありがとうございました。 


